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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第７期

第３四半期
連結累計期間

第８期

第３四半期
連結累計期間

第７期

会計期間
自　平成24年１月１日

至　平成24年９月30日

自　平成25年１月１日

至　平成25年９月30日

自　平成24年１月１日

至　平成24年12月31日

売上高 （百万円） 129,724 137,346 180,873

経常利益 （百万円） 8,425 10,852 14,604

四半期（当期）純利益 （百万円） 3,687 4,905 6,681

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 3,811 6,992 10,561

純資産額 （百万円） 158,132 169,645 164,896

総資産額 （百万円） 196,369 211,308 209,140

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 66.70 88.73 120.86

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 66.68 88.67 120.82

自己資本比率 （％） 80.5 80.0 78.8

　

回次
第７期

第３四半期
連結会計期間

第８期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成24年７月１日

至  平成24年９月30日

自  平成25年７月１日

至  平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 16.32 27.19

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含んでおりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、重要な関係会社の異動は以下のとおりです。

（1） 新規

名称 住所

資本金

又は出資金

(百万円)

主要な事業の内容

議決権の所有

又は被所有割合

(％)

関係内容

（連結子会社） 　 　 　 　 　

C2O Plus Asia Limited 中国　香港 10,000千米ドル
ビューティケア事

業

51.0

(51.0)
　

Ningbo Marine Beauty Trading Co., Ltd.
中 国 　浙 江

省　寧波市
10,000千米ドル

ビューティケア事

業

51.0

(51.0)
　

ORBIS ASIA PACIFIC Headquarters

PTE.LTD.
シンガポール

6,501

千シンガポールドル

ビューティケア事

業

100.0

(100.0)
　

(注) １．議決権の所有割合の（　）内は、間接所有割合で内数であります。

２．「主要な事業の内容」欄には、セグメント情報の名称を記載しております。

　

（2） 除外

CSW H2O Holdings, Inc.は、当社連結子会社であるH2O PLUS HOLDINGS, INC.との合併により消滅した

ため、連結の範囲から除外しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する

事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日において当社グループが判断したものであり

ます。

(1)　業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成25年１月１日～平成25年９月30日）におけるわが国の経済は、経済

政策や金融政策による円安・株高が、消費マインドへ影響し、個人消費が持ち直し傾向にある等、欧州

財政危機に端を発した景気の後退局面から、緩やかに回復しつつあります。今後は、海外景気の下振れ

が国内景気に対してマイナスとなるリスクは残るものの、円安を背景とする輸出環境の一段の改善や各

種政策の効果等により、国内の景気回復の動きが確かなものとなることが期待されます。

国内化粧品市場においては、日本経済全体の持ち直し基調を受け、市場全体としても堅調に推移して

おります。海外化粧品市場においては、中国、インドでの個人消費の減速が見受けられるものの、アジ

ア地域全体は緩やかに成長を維持しております。

このような市場環境のもと、平成23年からスタートした３ヶ年中期経営計画の最終年となる今年度

も、引き続き国内基幹ブランドの収益力向上と育成ブランドの拡大を図るとともに、買収した海外２社

を主軸とした海外市場への展開を継続して進めてまいります。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における業績は次のとおりとなりました。

当第３四半期連結累計期間の売上高は、昨年２月にグループ入りしたＪｕｒｌｉｑｕｅブランドが、

本年は１月から連結対象となったことに加え、アジア地域での成長や為替の影響により前年同期比

5.9％増の137,346百万円となりました。営業利益はジュリーク買収に伴う一時費用の解消や販売費及び

一般管理費の効率化により、前年同期比22.4％増の9,809百万円、経常利益は円安に伴う為替差益の計

上により、前年同期比28.8％増の10,852百万円となりました。四半期純利益は、ＰＯＬＡブランドのア

メリカ事業撤退に伴う事業整理損や静岡工場の統合に伴う事業構造改善費用は発生したものの、これに

よる税金費用の減少により、前年同期比33.0％増の4,905百万円となりました。

　

［業績の概要］

　
前第３四半期
連結累計期間
（百万円）

当第３四半期
連結累計期間
（百万円）

前年同期

増減額
（百万円）

増減率
（％）

売上高 129,724 137,346 7,621 5.9

営業利益 8,013 9,809 1,796 22.4

経常利益 8,425 10,852 2,426 28.8

四半期純利益 3,687 4,905 1,218 33.0
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［セグメント別の業績］

売上高（外部顧客への売上高）

　 前第３四半期
連結累計期間
（百万円）

当第３四半期
連結累計期間
（百万円）

前年同期

増減額
（百万円）

増減率
（％）

ビューティケア事業 120,847 127,720 6,872 5.7

不動産事業 2,143 2,266 122 5.7

その他 6,732 7,359 627 9.3

合　計 129,724 137,346 7,621 5.9

セグメント利益（営業利益）

　 前第３四半期
連結累計期間
（百万円）

当第３四半期
連結累計期間
（百万円）

前年同期

増減額
（百万円）

増減率
（％）

ビューティケア事業 6,687 8,676 1,989 29.7

不動産事業 917 1,011 93 10.2

その他 214 351 137 63.9

セグメント利益の調整額
（注）

193 △229 △423 －

合　計 8,013 9,809 1,796 22.4

(注) セグメント利益の調整額とは、グループの内部取引に伴う利益及びセグメントに含まれない経

費などを連結時に消去・加算した金額であります。なお、セグメント利益の調整額の詳細につきまし

ては、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）　１　報告セ

グメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報（注２）」をご覧ください。

　

（ビューティケア事業）

ビューティケア事業は、基幹ブランドとして「ＰＯＬＡ」「ＯＲＢＩＳ」を、育成ブランドとして

「ｐｄｃ」「ＦＵＴＵＲＥ ＬＡＢＯ」「ＯＲＬＡＮＥ」「ｄｅｃｅｎｃｉａ」「ＴＨＲＥＥ」を、海

外ブランドとして「Ｊｕｒｌｉｑｕｅ」「Ｈ２Ｏ ＰＬＵＳ」を展開しております。

ＰＯＬＡブランドでは、エステ併設型集客店舗「ポーラ ザ ビューティ」や百貨店への積極展開、訪

問販売組織の拡大による顧客接点の拡充や、販売品質やカウンセリング技術の更なる向上等、お客さま

満足の向上に向けた取り組みを行っております。国内市場においては、９月には最高峰ブランド「Ｂ．

Ａ」より、年齢に抗うのではなく活かすという進化したエイジングケアを提案する「Ｂ．Ａ　グランラ

グゼⅡ」を発売しました。海外市場においては、重点市場のロシアにて取扱店が引き続き順調に拡大し

ており、もう一つの重点市場である中国では百貨店事業が堅調に成長しております。その結果、ＰＯＬ

Ａブランドは前年同期を上回る売上高となりました。

ＯＲＢＩＳブランドでは、お客さまの継続購入率向上への取組みやスキンケア商品の充実、ネット通

販の強化等によりブランド再構築を行い、更なる収益性向上に取り組んでおります。国内市場において

は、ＵＶケア品など季節性商品の好調によりお客さま購入点数が伸び、購入単価が前年同期を上回りま

したが、ブランド再構築の一環としての値引き抑制により一時的にお客さまの獲得数が減少しておりま

す。利益面では、昨年下期に実施した物流センター２拠点化等の物流再構築による費用効率化の効果も

現れております。また、８月には日本最大級の顧客満足度調査で、通信販売業界において３年連続第１

位を獲得することができました。海外市場においては、引き続きブランド認知拡大に向けた取り組みを

行っております。７月にはＡＳＥＡＮでの成長加速を図るため、戦略拠点となるシンガポールに現地法

人を設立しました。その結果、ＯＲＢＩＳブランドは前年同期並みの売上高となりました。

育成ブランドについては、ＴＨＲＥＥブランドやｐｄｃブランド、ｄｅｃｅｎｃｉａブランドの好調

な販売の結果、前年同期を上回る売上高となりました。
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海外ブランドについては、昨年２月にグループ入りしたＪｕｒｌｉｑｕｅブランドが本年は１月から

連結対象となったことに加え、４月にＨ２Ｏ　ＰＬＵＳブランドが中国において事業成長加速を狙いと

した合弁会社を設立するなど、アジア地域での成長と、為替による影響を受け、前年同期を上回る売上

高となりました。

以上の結果、売上高（外部顧客に対する売上高）は127,720百万円（前年同期比5.7％増）、営業利益

は8,676百万円（前年同期比29.7％増）となりました。

　

（不動産事業）

不動産事業では、都市部のオフィスビル賃貸を中心に、魅力的なオフィス環境の整備による賃料の維

持向上と空室率の低下に取り組むとともに、子育て支援に特化した新しいモデルとなる賃貸マンション

事業も展開しております。当第３四半期連結累計期間は、賃料維持やテナント誘致に向けた営業努力に

より、前年同期を上回る売上高となりました。

以上の結果、売上高（外部顧客に対する売上高）は2,266百万円（前年同期比5.7％増）、営業利益は

1,011百万円（前年同期比10.2％増）となりました。

　

（その他）

その他に含まれている事業は、医薬品事業及びビルメンテナンス事業であります。

医薬品事業では、化粧品や医薬部外品研究で培ってきた当社グループの研究成果を活用し、新薬開発

及び販売を行っております。これまでに新薬として外用抗真菌剤「ルリコン」と更年期障害治療薬

「ディビゲル」の２品を上市したほか、緩下剤「アローゼン」や皮膚科関連等の医療用医薬品を全国の

大学病院をはじめとする医療機関に提供しております。当第３四半期連結累計期間においては、重点領

域である皮膚科領域にリソースを集中した継続的な活動により、「ルリコン」は新剤形発売も寄与して

市場シェア拡大を続け、皮膚科医療用医薬品も伸張し、前年同期を上回る売上高となりました。

ビルメンテナンス事業は、当社グループ会社を主な取引先としております。当第３四半期連結累計期

間においては、当社グループ以外の受注を拡大すべく、新規取引先との成約に向けた営業活動を展開し

ましたが、受注単価の下落により、前年同期を下回る売上高となりました。

以上の結果、売上高（外部顧客に対する売上高）は7,359百万円（前年同期比9.3％増）、営業利益は

351百万円（前年同期比63.9％増）となりました。
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(2)　財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ2,167百万円増加し、

211,308百万円（前連結会計年度末比1.0％増）となりました。主な増減項目は、現金及び預金の増加

3,341百万円、商品及び製品の増加1,735百万円、アメリカ事業撤退に伴う短期繰延税金資産等の計上に

よる流動資産「その他」の増加1,977百万円、並びに戸塚倉庫の竣工による建物及び構築物の増加888百

万円により増加し、一方で受取手形及び売掛金の減少1,859百万円、償還による有価証券の減少1,788百

万円並びに投資有価証券の減少2,904百万円により減少しております。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ2,582百万円減少し、41,662百万円（前連結会計年度

末比5.8％減）となりました。主な増減項目は、仕入増加に伴う支払手形及び買掛金の増加961百万円、

及び賞与引当金の増加1,065百万円により増加し、一方で未払法人税等の減少3,854百万円、及び販売手

数料未払金の減少等による流動負債「その他」の減少1,170百万円により減少しております。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ4,749百万円増加し、169,645百万円（前連結会計年

度末比2.9％増）となりました。主な増減項目は、四半期純利益の計上4,905百万円、及び円安の影響に

よる為替換算調整勘定の増加1,749百万円により増加し、一方で剰余金の配当2,764百万円により減少し

ております。

　
(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありま

せん。

　
(4)　研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、2,673百万円でありま

す。なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあ

りません。

　
(5)　従業員数

連結会社の状況

当第３四半期連結累計期間において、C2O Plus Asia Limited及びNingbo Marine Beauty Trading

Co., Ltd.の設立等により、ビューティケア事業の従業員数が442名増加しております。

なお、従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グ

ループへの出向者を含む就業人員数であります。

　
(6)　主要な設備

不動産事業において前連結会計年度末に計画中でありました以下の物件が、当第３四半期連結累計期

間中に竣工いたしました。
　

以下の設備が当社グループの主要な設備となりました。

会社名
事業所名

(所在地)

セグメントの

名称
設備の内容

帳簿価額（百万円）
建築年月

建物等 土地等 合計

㈱ピーオーリアル

エステート

戸塚倉庫

（神奈川県

横浜市戸塚区）

不動産事業 倉庫 1,363 126 1,489 平成25年3月

 （注）土地については、ポーラ化成工業㈱が所有しております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成25年９月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成25年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融

商品取引業協会名
内容

普通株式 57,284,039 57,284,039
東京証券取引所
（市場第一部）

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社の
標準となる株式であります。
なお、単元株式数は100株であ
ります。

計 57,284,039 57,284,039 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成25年７月１日～

平成25年９月30日
－ 57,284,039 － 10,000 － －

　

EDINET提出書類

株式会社ポーラ・オルビスホールディングス(E24951)

四半期報告書

 9/23



　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 2,000,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 55,276,100 552,761 －

単元未満株式 普通株式 7,939 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 　 57,284,039 － －

総株主の議決権 － 552,761 －

　

②　【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

株式会社ポーラ・オルビス
ホールディングス

東京都品川区西五反田

二丁目２番３号
2,000,000 － 2,000,000 3.49

計 － 2,000,000 － 2,000,000 3.49

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年７月

１日から平成25年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年９月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 22,551 25,893

受取手形及び売掛金 22,684 20,825

有価証券 19,801 18,013

商品及び製品 10,883 12,619

仕掛品 1,493 1,853

原材料及び貯蔵品 4,901 4,906

その他 6,653 8,630

貸倒引当金 △125 △104

流動資産合計 88,844 92,637

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 17,248 18,136

土地 22,448 22,379

その他（純額） 15,711 16,215

有形固定資産合計 55,408 56,732

無形固定資産

のれん 18,256 18,166

商標権 11,841 12,275

その他 9,579 9,566

無形固定資産合計 39,677 40,008

投資その他の資産

投資有価証券 18,572 15,667

その他 6,801 6,436

貸倒引当金 △163 △174

投資その他の資産合計 25,209 21,930

固定資産合計 120,296 118,670

資産合計 209,140 211,308
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,630 4,592

短期借入金 1,733 1,145

未払法人税等 6,282 2,428

賞与引当金 1,504 2,569

その他 17,935 16,765

流動負債合計 31,086 27,501

固定負債

長期借入金 － 1,000

退職給付引当金 6,394 6,049

その他 6,763 7,111

固定負債合計 13,157 14,160

負債合計 44,244 41,662

純資産の部

株主資本

資本金 10,000 10,000

資本剰余金 90,718 90,718

利益剰余金 63,386 65,527

自己株式 △2,199 △2,199

株主資本合計 161,905 164,046

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 331 736

為替換算調整勘定 2,535 4,285

その他の包括利益累計額合計 2,867 5,021

新株予約権 40 78

少数株主持分 82 498

純資産合計 164,896 169,645

負債純資産合計 209,140 211,308
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 129,724 137,346

売上原価 26,449 27,536

売上総利益 103,274 109,810

販売費及び一般管理費

販売手数料 32,502 33,559

販売促進費 12,947 13,715

広告宣伝費 5,459 5,413

給料手当及び賞与 14,239 15,408

賞与引当金繰入額 2,069 2,209

ポイント引当金繰入額 1,313 1,446

その他 26,727 28,247

販売費及び一般管理費合計 95,261 100,000

営業利益 8,013 9,809

営業外収益

受取利息 357 315

受取配当金 20 24

為替差益 3 631

その他 138 155

営業外収益合計 520 1,126

営業外費用

支払利息 49 59

持分法による投資損失 33 2

その他 24 21

営業外費用合計 108 83

経常利益 8,425 10,852

特別利益

固定資産売却益 3 319

役員退職慰労引当金戻入額 119 －

その他 12 1

特別利益合計 134 321

特別損失

固定資産除却損 150 158

事業整理損 －
※1 1,026

事業構造改善費用 －
※2 894

その他 27 21

特別損失合計 177 2,099

税金等調整前四半期純利益 8,382 9,073

法人税、住民税及び事業税 5,071 5,645

法人税等調整額 △361 △1,404

法人税等合計 4,709 4,241

少数株主損益調整前四半期純利益 3,672 4,832

少数株主損失（△） △14 △72

四半期純利益 3,687 4,905

EDINET提出書類

株式会社ポーラ・オルビスホールディングス(E24951)

四半期報告書

14/23



【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,672 4,832

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 97 404

繰延ヘッジ損益 △9 －

為替換算調整勘定 52 1,749

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 6

その他の包括利益合計 139 2,160

四半期包括利益 3,811 6,992

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,823 7,059

少数株主に係る四半期包括利益 △12 △67
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日  至  平成25年９月30日)

（連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間において、CSW H2O Holdings, Inc.は、当社の連結子会社であるH2O PLUS HOLDINGS,

INC.との合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

第２四半期連結会計期間において、C2O Plus Asia Limited及びその連結子会社であるNingbo Marine Beauty

Trading Co., Ltd.を新たに設立したことにより、連結の範囲に含めております。

当第３四半期連結会計期間において、ORBIS ASIA PACIFIC Headquarters PTE.LTD.を新たに設立したことによ

り、連結の範囲に含めております。

　

【会計方針の変更等】

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日  至  平成25年９月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に及ぼす影響は軽微

であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成25年１月１日　至　平成25年９月30日)

 該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

偶発債務

下記相手先の金融機関等からの債務に対し、債務保証を行っております。

　
前連結会計年度

(平成24年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

従業員 253百万円 従業員 218百万円

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１  事業整理損

当第３四半期連結累計期間(自　平成25年１月１日　至　平成25年９月30日)
　

平成25年４月18日に当社取締役会にて決議しましたＰＯＬＡブランドのアメリカ事業撤退に伴う損失額

であります。

　

※２  事業構造改善費用

当第３四半期連結累計期間(自　平成25年１月１日　至　平成25年９月30日)
　

平成25年４月１日付けで、当社連結子会社において導入した早期退職優遇制度の実施に伴う特別加算金

及び再就職支援費用等であります。

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第

３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産及び長期前払費用に係る償却費を含

む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
  至  平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
  至  平成25年９月30日)

減価償却費 4,727 百万円 4,964 百万円

のれんの償却額 591 　〃 808 　〃

　

EDINET提出書類

株式会社ポーラ・オルビスホールディングス(E24951)

四半期報告書

17/23



　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月29日
定時株主総会

普通株式 1,382 25.00 平成23年12月31日 平成24年３月30日 利益剰余金

平成24年７月30日
取締役会

普通株式 1,382 25.00 平成24年６月30日 平成24年９月13日 利益剰余金

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間（自  平成25年１月１日  至  平成25年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年3月28日
定時株主総会

普通株式 1,382 25.00 平成24年12月31日 平成25年３月29日 利益剰余金

平成25年7月30日
取締役会

普通株式 1,382 25.00 平成25年６月30日 平成25年９月13日 利益剰余金

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　
報告セグメント

その他
(注) １

合計
調整額
(注) ２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ３

ビューティ
ケア事業

不動産事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 120,847 2,143 122,991 6,732 129,724 － 129,724

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

58 471 530 2,257 2,788 △2,788 －

計 120,906 2,615 123,522 8,990 132,512 △2,788 129,724

セグメント利益 6,687 917 7,604 214 7,819 193 8,013

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医薬品事業及びビルメンテナン

ス事業を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額193百万円には、セグメント間取引消去1,796百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△1,602百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社本社の

管理部門に係る費用等であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２  報告セグメントごとの資産に関する情報

前連結会計年度の末日に比して、当第３四半期連結会計期間の報告セグメントごとの資産の金額が著し

く変動しております。その概要は以下のとおりであります。

「ビューティケア事業」セグメントにおいて、Pola Orbis Jurlique Holdings Pty Ltd 及び Pola

Orbis Jurlique Pty Ltd を新たに設立したこと並びに、Jurlique International Pty Ltd の株式を取

得し同社及びその子会社11社を連結子会社としたこと等により、セグメント資産が30,875百万円増加して

おります。

　
３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

「ビューティケア事業」セグメントにおいて、平成24年２月３日付でJurlique International Pty

Ltdの全株式を取得し、同社及びその子会社11社を連結子会社としたことに伴い、のれんが発生しており

ます。なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては13,323百万円であ

ります。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自  平成25年１月１日  至  平成25年９月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　
報告セグメント

その他
(注) １

合計
調整額
(注) ２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ３

ビューティ
ケア事業

不動産事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 127,720 2,266 129,986 7,359 137,346 － 137,346

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

59 492 551 2,430 2,982 △2,982 －

計 127,779 2,758 130,538 9,790 140,328 △2,982 137,346

セグメント利益 8,676 1,011 9,687 351 10,039 △229 9,809

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医薬品事業及びビルメンテナン

ス事業を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△229百万円には、セグメント間取引消去1,457百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,687百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社本社

の管理部門に係る費用等であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算

定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
  至  平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
  至  平成25年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 66.70円 88.73円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 3,687 4,905

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 3,687 4,905

普通株式の期中平均株式数(株) 55,284,039 55,284,039

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 66.68円 88.67円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(株) 11,515 36,431

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
あったものの概要

－ －

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

当期中間配当に関し、平成25年７月30日開催の取締役会において、平成25年６月30日現在の株主名簿に

記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議し、配当を行っております。

１．中間配当金の総額 1,382百万円

２．１株当たり中間配当額 25.00円

３．支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成25年９月13日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員

業務執行社員
　公認会計士   山 﨑 博 行      印

指定有限責任社員

業務執行社員
　公認会計士   村 山     孝      印

指定有限責任社員

業務執行社員
　公認会計士   杉 本 義 浩      印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年11月14日

株式会社ポーラ・オルビスホールディングス

  取  締  役  会    御  中

　

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社ポーラ・オルビスホールディングスの平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の
第３四半期連結会計期間(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成
25年１月１日から平成25年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、
四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ポーラ・オルビスホールディング
ス及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の
経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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